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はじめに

このたびは、ヴァイカウントクラシックオルガン、カンティクスIをお買い上げいただきまして、誠にありがと

うございます。カンティクスエは、伝統的なパイプオルガンの魅力を最新の電子テクノ回ジーによってあますと

ころなく再現したクラシックオルガンです。カンティクス正の多彩な機能をスムーズに使いこなし、オルガン濃

奏を心ゆくまでお楽しみいただくために、ぜひこの取扱説明書をご活用いただきますようお願い申し上げます。

また、ご―読いただいた後も、ご不明点が生じた場合に備えて、大切に保管いただきますようお願いいたしま

す。

安全上のご注意…ご使用の前に必ずこの 「安全上のご注意」をお読みください。

感電のおそれがあります。キャビネット

を開りないでくださいし

警告 1感電の危険を逆けるため :

パネルやカバーは取リタ|さないでください

本製品を雨または湿気にさらさないでください

本製品内部につきまして、お客様は修理 ・交換なさらないでください

修理 ・点検につきましては販売店にご相談ください

本製品内君5には絶縁されて

いない 「危険な電圧」部分

が存在 し、感電のおそれが

あるため、お客様への注意

を喚起するため本記号を表

示しています。

「火災、感電のおそれ、あるいは人体への危害に関する注意事項」
警 桂::本 製品のご使用にあたっては、以下の点に注意してくださいぃ

1) 本製品を使用する前に取扱説明書をよくお読みくださいr

2) お子様の近くで使用する場合には、ケガ防止のため十分な注意を払ってくださいr

3) 本製品は水回りでは使用しないでください、1列えば浴1啓、洗面台、台所の流じ付近、濡れた床の上、あるい掲プールの近く、

その他これに類する場所では使用しないてくださいf

4) 本製品は、単独もしくはアンブ、ヘッドホン、スビーカーと組み合わせて使用した場合、過大な音量により聴力障害を引き

起こすおそオlがあります子過大な着量、または不快感を招くような音量での長時間の使用は避けてくださいⅢ

5) 本製品はラジエーター、勲、器具、モの他ユ!|を発生する製品から削して設置してください「

6) 長時間ご使用にならない場合には、コンセントから電源ブラクを抜いてくださいt

7  ` 本体に4勿を落とに′たり、液体が流オ1込まないよう十分注意を払ってくださいt

8) 以下の場合、サービス担当者が本製品の惟理 ,点検を行いますご

a電 源コードまたはプラクが破損した場合

b製 品に物が語ちたり、液体が流れ込ん!だ場合

c製品が雨にさらされた場合

d製 品が正常に作動していない、わるいは演泰状態に著し″い変化が生じた場合

e製 品を落としたリタ1装が破損した場合
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安全上のご注意 (追加)

1) 充分な換気の為、機器は壁から5cm以上離して設置して下さい.

2)1能 需設置の際、換気穴を塞がないようご注意下さいと

3)機 器上に裸火 rろうそく等,を置かないで下さい。

4)機 器上に水の入った花瓶等を置かないで下さいを

5〕 機器は電源コンセントの近くに配置し、電源ブラグに容易に手が届く

6) アース接続は、必ず電源ブラグを主電源につなぐ前に行って下さいを

ら行って下さい4

ように使用して下さい.

又、アース接続を夕|す場合は、必ず電源ブラグを主電源から切り離してか

コンセントの穴が2つの場合 コンセントの穴が3つの場合

アダプタプラグを取り外してから、
コンセントに差し込みます。

アダプタプラグに付いているアース線を、
コンセントのアースネジに差し込んで

アースを取ってください。

アダプタプラグ

■リチウム電池の讐告 :本製品にはリチウム電池が使われています.電 池を

間違えて取り替えると爆発の危険があります。電池交換の場合は現在使用の

ものと同等のものをご使用下さい。正 しい極性でご使用下さい。使用済み電

池は、電池メーカーの指示にしたがって処分 してくださいゃ

■本取扱説明書に記載された1青報は、商品の仕様変更にともない、予告なし

に変更される場合もございます.

あらかじめご了承ください。
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第1章 コント回―ラーと接続端子

1,1 左側パネルのコントローラー

第1手鍵盤部 :第1手鍵盤(MAN 1/グ レート)のスト

ップ(音栓)とトレミュラントがあります。このス トップを

使って、第1手鍵盤のレジストレーションを作ります。

睡∃ 足鍵盤部
:足鍵盤のストップ(音栓)があります。こ

のストップを使って、足鍵盤のレジストレーションを作り

ます。

=足 錠盤のストップは左 ・右の両サイドについています。

睡∃
カプラー :手鍵盤同士、あるいは手錠盤 とペダル

鍵盤を連結するドローノブ(カプラー)です。

下記の組み合わせが可能です。

1/P:第 1手鍵盤 (MAN.1/グ レー ト)のレジスターが足鍵

盤で演奏できます。

コ/P:第 2手鍵盤(MAN.口/スウェル)のレジスターが足鍵

盤で浸奏できます。

口/1:第 2手鍵盤 (MAN.工/スウェル)のレジスターが第1

手鍵盤(MAN.1/グ レー ト)で渡奏できます。

睡ヨ オン
・オフ スイッチ :カンティクスⅡのオン・オフ

スイッチです。アンダーパネル左側(鍵盤棚下)についてい

ます。(11ページ参熙)

<注意|>雷が鳴り出したら必ずヨンセントから電源プラグを抜いて

ください。

睡∃ 外部ス
ピーカースイッチ :外部スピーカーのオン・

オフスイッチです。(11ページ参熙)

POttrER EXT,SPK

◎|  | ◎

1  1 ◎|  |
◎ |  | ◎
|  | ◎|  |



viscount ttNTICW F

1,2 右側パネルのコントローラー

睡∃ 第
2手 鍵盤部 :第2手鍵盤(MANE/ス ウェル)のス トップ(音栓)

と トレミュラン トがあります。このス トップを使って、第2手鍵盤の

レジストレーションを作ります。

匝∃ 足鍵盤部
:足鍵盤のス トップ(音栓)があります。このス トップを

使って、足鍵盤のレジストレーションを作ります。

才足鍵盤のス トップは左 ・右の両サイドについています.

睡∃
LEDメ ーター :クレッシェンドのレペルを表示するとEDデ ィスプ

レイ (LED灯)で す。

1,3 手鍵盤部のコント回―ラー

| | | |
◎ |  | ◎

|  | ◎|  |
◎ |  | ◎

|  | ◎|  |
◎ |  | ◎

|  | ◎|  |

|  |

|  | ◎|  |
◎占 ◎

冨
◎
冒

ロ セット
・ボタン(S):こ のボタンは、 メモリーをセッティングする日寺に使います。言羊しくは第2章をご

参照下さい。

匝∃ジェネラルメモリ
ー(HR;1‐ 2‐3‐4‐5‐6):イ乍成したレジストレーションは、メモリーに保存できま

す。カンティクスIに は、6つのジェネラルメモリーがあります。メモリーには、1から6までの数字および

HRと 記されたボタンがあります。HRボ タンを押せば
｀
レジス トレーションは前の設定に戻ります。メモリー

プログラムについては第2章を参RRください。                      
コ
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匠ヨエンクロ
ーズド・ボタン (ENC):こ のボタンを押せば

｀
、第2手鍵盤用のエクスプレッションペダルを

使って、オルガン全体の音量を調節することができます。

匝ヨ 自動
ベダル ・ボタン (A,P.):第 1手鍵盤を濃奏する際、このA.P.ボタンを押すと、あらかじめ選択し

ておいた足鍵盤のス トップの音が鍵盤の最も低い音に加わります (但し足錠盤数の範囲内)。イタ」えば
や
、左手

でC,E,G(ド 、ミ、ソ)と 同時に弾くと、最低音C(ド )に だけ足鍵盤音のCが加わり、手鍵盤のみの濃泰

でも足鍵盤のス トップの効果が得られます。

(注意〉A,P.使用時は、足鍵盤は使えません。

圧∃ トウッティ
・ボタン (T):こ のボタンを押せば

`、
あらかじめ設定したレジストレーションをすべて作

動 させることができ、瞬時にフルオルガンの状態 (ほとんどのス トップが入っている状態)に なります。

この操作は、 トゥッティ ・ピス トンでも行うことができます。

〈注意〉トゥッティのポイスはプログラム可能ですが、 トレモ回はかかりません。(詳しくは第2章をご参照ください).

区ヨ
キヤンセル ・ボタン (C):こ のボタンを押せば

｀
、オルガンのすべてのレジスターがオフになります。

1.4 ベダルおよびピストン部のコント回―ラー

匝∃クレッシェンド
・ベダル :このベダルを踏み込むことで、オルガンの全セクション (第1、第2の各手

鍵盤部と足鍵盤部)で 作動するレジスターを段階的に増やしていくことができ、最後にフルオルガンの状

態となります。

ベダルを戻すとレジスターの数は徐々に減っていきます。

臣∃第
2子 鍵盤用のエクスプレッションベダル :第2手鍵盤の音量を調節します。

また、第1手鍵盤の下のENCボタン (第1章の回 「エンク回
―ズド・ボタン」を参照ください)を オンにす

れば、このペダルでオルガン全体の音量を調節することもできます。

匝ヨカプラ
ー・ピストン :このピストンでカプラーが作動します。

匝∃ トウツテイ
・ビストン :このビストンで、あらかじめ設定したレジストレーションをすべてイ乍動させる

ことができ、瞬時にフルオルガンの状態になります。

０
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国
」

1.5 アンダーパネル (鍵盤棚下面)の コントローラ
ーと接続端子

匝∃
ヘッドホン端子 :ステレオヘッドホン用の接続端子。ヘッドホンを接続すると、オルガン本体のスピ

一カーからは音が出ません。

MIDl lN‐OUT‐THRU:MIDIイ ンーアウトースルー :オルガンをMIDI音源に接続するためのMIDI接

子です。

MIDI機能を使用するためには、データをやりとりするためのMIDI機器 とその機器を接続するためMIDIケ
ー

ブルが必要です。MIDI機器は通常、以下の3つのMIDI接続端子を備えています。

・MIDIイン :他のMIDIデータを受信するための端子。

・MIDIアウ ト:本機からMIDIデータを送信するための端子。

・MIDIスルー :MIDI機器 を直列接続するために、MIDIイン ・ポ
ー トで受信 したMIDIデータをそのまま送出

します。(第7章 「MIDI」もご参解ください)

インプットL(MONO)‐ R:オ ルガン本体のスピーカーで外部音源を鳴らすための接続端子 (ピンジャ

モノラル音源の場合はL―MONOの 接続端子を使います。

アウトプットL(MONO)‐ R:ア ンプを使用せず、直接録音したい時に使用するラインアウト出力端子

(ピンジャック)。この接続端子は一般に、カセットレコーダ
ーなどのアナ回グ録昔機器での録音に使います。

モノラルでの録音の場合はL―MONOの 接続端子のみ使います。

ののの
T H R U     O U T      I N

◎◎ ◎◎
L(MONO)  R

一 INPUT‐一一―HEADPHONES 一  MIDI ―

ック)
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左アンダー′ギネル

全体ピッチ :こ こでオルガン全体のピッチを微調整 します。納品時のカンティクスエは、A=440Hz

(ビッチ調節ノブは中央に位置)に初期設定されています。

匡ヨ 足鍵盤
ピッチ :足鍵盤のピッチを微調整します。

匡ヨ 第2手鍵盤ピッチ
:第2手鍵盤めピウチを微調整しますと

この装置によって、奏者ご自身が各鍵盤ごとのピッチを微調整できます。このため、各鍵盤のビッチが若

干異なる場合に生じる波動レベルに応 じた、パイプオルガンらしい特徴のあるアンサンブル効果を生み出

すことが可能となります。

1,6 リアパネルの接続端子

医ヨ  E X T + 1 2 V  D C  3 0 0 m A : + 1 2ボ ル トの電圧が得られる2つのよ妻続端子があります。通常は、 リモ

ー ト(REMOT E )機 能として利用し、メイン部(フロントスピーカー)またはアンティフォーナル部 (リアスピ

ーカー)に接続 したオプションのスピーカー・スイッチを作動させるために使用します。

I   
S W 川|  

 |
L ( →R )    R

◎◎
隔 ) 卸7 輛 ) に

D 「

GENERAL

l ( や2 )    2     3 ( + 4 )    4

◎◎◎◎
I     ANTIPHONAL OUT     

I
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国
牌

国

メイン ・アウト:外部出力用の端子です(本一ンジャック)。操作はアンプ用スイッチで行います。

以下のように、スピーカーを6台まで接続することができます。

・GT/1:第 1手鍵盤用ステレオパノラマ出力<L(十 日)、R>

・SW/1:第 2手鍵盤用ステレオパノラマ出力<L(十 日)、R>

・PEDAL:足 鍵盤用ステレオパノラマ出力<L(十 日)、R>

アンティフォーナル・アウト:ここには、アンティフォーナル用の各種出力端子(ジェネラル1(+2)/

2/端子3(+4)/端子4)が集まっています(ホーンジャック)。

インプット:オルガン本体のアンプで増幅し、ステレオパノラマ入力するための端子です(ホ
ーンジ

ャック) 。

<注意>モ ノラル音源の場合にはL‐MONO入 力のみご使用ください。

第2章  メモリーのプログラム

2.1 トゥッティのプログラム

トゥッティで作動するレジスターを言安定するには、まずトゥッティ・ボタン (T)あるいはトゥッティ・ピ

ストン (TUTTI)を押して、この機能を作動させてから、希望するレジストレーション構成に設定変更しま

す。新しい設定は、セット・ボタン (S)を押しながら、ジェネラルメモリーのHRボ タンを押すことで保

存できます。工場初期設定に戻す場合は第8章のファクトリープリセットをご参照ください。

2.2 メモリーのプログラム

。まず、キャンセル・ボタン (C)を押して、選択したストップ (レジストレーション)を いったんクリア。

その後に希望する鍵盤のレジストレーションを選んで、設定変更します。

・次にセット・ボタン (S)を押してください。ボタンを押しながら、6つあるジェネラルメモリ
ーのナン

バーボタンのいずれかを押し、新しい設定内容を保存するメモリーを選択します。

オルガンを複数の演奏者で使用する場合、各演奏者は、異なるメモリーバンク番号をつけて自分の設定を

保存することができます。メモリーの内容は、ディスクに保存し、必要に応じて再び呼び出すことができ

ます。詳しくは第6章 「ポイスおよびメモリーのディスク保存」をご覧下さい。
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第3章  コントロールセンタ中の操作

3 . 1  コン トロールセンターの特徴

カンティクスェのコントロールセンターは、第2手鍵盤上部左右にある開閉ボックス内に収められています。

右部(2行X40字の英数字ディスプレイ)では総合的なコントロールを行い、左部(3桁の数字ディスプレイ)では

フロッピーディスクドライブをコント回―ルします。

英数字ディスプレイ 総合コントロール部

帥
図
Ｅｘ‐Ｔ図

的
図
”図

ｉｎＥＭ
囲
抑図

的
図
」図

”
図
「図

図 囲 囲 囲 図 図

図 図 囲 図 図 図

3桁ディスプレイ フ回ッピーディスクドライブ
およびシーケンサー

コントロール部

・オルガンのスイッチがォンになった場合、英数字ディスプレイは次のように表示されます命

８
「
●

ｒ

に

対

ｒ

”

守 I S E B
I…l  L.  |…    lfl  I  に,  :[

次いで、以下の表示に変わります。

:|:  lill=II・T'II対にi  汁i
=iに
't.!J13  .=!ド!,11  13=:.=,ttil'1:=i  ・=B,・

‐・::i・
三il「!  L・

B!=B二 BI.B=・:=.  !=・.=!!・
‐・
・=!rlに
・
七.に
'r'E 
B●

このメッセージが表示されている間、カンティクス回は自動検出および操作の初期設定を実行しています。フ回

ッピーディスクドライブにディスクが入っていない時は、3本の水平ダッシュが3桁ディスプレイに表示されま

す。

3.2 首量の調整

自動検出および初期設定が済むと、上部ディスプレイに、初期画面(音量調整画面)が表示されます。カンティク

スコでは、音量の全体調整(マスターパラメーター)と各手鍵盤と足鍵盤の音量調整の両方を行うことができます。

|1`1=|!ヨ
・
T・Eiに|
l:・BJ・

|=Bに'311.ヨl
i二i!童・↓・EI這!

卜1.=!:・1を正    ド|.コl「lBIi[
こiユ・↓。こ;=|      !II重|ヰ。こ!:こ|
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前述した通り、マスターパラメ
ーターでオルガン本体のスピーカ

ー音量が調整できます。エンコ
ーダーを回し

て1から64までの数値を選択することが可能です。

ディスプレイには、各手鍵盤・足鍵盤の音量パラメ
ーターが表示されます。左の数値(“十

"記
号の前)はエンコー

ダーを使って1から32まで数イ直設定ができます。右の数値(“+"記 号の後)はエクスプレッション
ペダルで行う第

2手鍵盤用の数イ直を設定できます。さらにエンクロ
ーズド・ボタンを押して、エクスプレッションペダルを使う

と第1手鍵盤と足鍵盤の数値も設定できます。

数値を変更する時は、まずCURSOR(カ
ーソル)キー(くおよび》)を使って変更したい数イ直の位置に合わせます。

次にエンコーダーを回して、その数値を変更します。

3,3 リバープ効果の設定

リバーブ効果を設定するには、総合コントロール部にあるREVERB(リ バ
ーブ)キーを押します。

ディスプレイには
“
デジタルリバーブ(DIGITAL REVERB)オ ン(またはオフ)''のメッセ

ージが、リバーブの

レベルとともに表示されます。オン(またはオフ)の切換はカ
ーツルをオン(オフ)にあてエンコーダーを左又は右

に回してオン(オフ)の切換をします。

に,:[にi:[・T・11と,  1こ!ほ!1、.l抵!|::重:  i:ir! i…に,3..3:二,上  :こ!!:i

リバーブレベルの設定はカーソルをレペルの位置に合わせ次にエンコ
ーダーを回して、その数イ直を変更します。

図 図 図 図 図

図 図 図 図 l E l

カーツルキー

l E l 図図 図 図

図 l ■l  t t D _ E l 囲

リバーブキー
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3.4 トレモロ効果の設定

TREM(トレモロ)キーを使って、各手鍵盤ごとにトレモ回効果の速度と深さを設定します。

TREMキ ーを押すと、各手鍵盤の トレモロパラメーターが以下のように表示されます。

口
T・1=!|三11111に,に1
!Iil三IE=・T・|-1=ゴ!:iFコ|三に!に:

1可.=:i・
"!=正
    !甘1.ョr!ョ![I

!王i8:・メニ害   :王!曽:ド
・
ユB

いずれも、左の数値(スラッシュの前)が深さを、右の数値(スラッシュの後)が速さを表しています。CURSOR

キー(くおよび>)を使って変更したい位置に合わせます。エンコーダーを回せば
｀
、その数イ直を変更することがで

きます。操作が完了したら、EXITキーを押して初期画面に戻ります。変更した設定内容は本体メモリーに保存

することもできます。

Xト レモロ効果を得るためには トレミュラントの ドローノブをオンにしてください。

囲 園 図 □i 図

囲 図 函 囲 l X l

トレモロキー
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第4章  フロッピーディスクドライプの1費用

≡
≡
■

■
…
す

十
■
ｉ
ｔ
≡Ｊ
　
！す
キ
ず
ヽ

4,1 フロッピーデイスクドライブ

カンティクス・シリーズのオルガンはすべて3.5インチのフロッピ
ーディスクドライブ(以下 ドライブ)を装備して

おり、渡泰を保存できるだけでなく、オルガンのボイスやメモリ
ープログラムデータを保存することもできま

す。このフロッピ
ーディスクドライブは、2DD(720キ回パイト)および2HD(1,44メガバイト)のディスクを使用

することができます。フロッピーディスクは、スピ
ーカーやテレビなど強力な磁場を発生する機器の近くに置

かないでください。

4,2 データフォーマッ トおよび呼び出しモ
ー ド

カンティクスコは、楽曲の録音や再生用としてスタンダ
ードMIDIファイル(★.midi)(フォーマット0/1)を使用し

ています。スタンダードMiDIファイルによって、市販のMIDI曲集がかかります。また、最も
一般的な譜面印刷

やシーケシス編集ソフトウェアとの完全な互換性も確保されています。

4,3 フロッピーディスクドライプのコントロールパネル

前述した通り、フロッピーディスクドライブのコントロ
ールパネルは、左開閉ボックス内にありますとフロウ

ピーディスクコント回―ル部には、3桁の数字ディスプレイがついています。この部分を以下に示します。

4.4 フロッピーディスクのフォーマット

新しいフロッピーディスクをデータ保存用として使う時は、必ずディスクをフォ
ーマット(初期化)してくださ

い。カンティクスEで は、極めて汎用性の高いMS―DOSフ ォ
ーマットを採用。市販されているほとんどのコン

ピューターやシーケンサーに使うことができます。

(対応 :IBM―PC,Ata問,MS―DOSフ ォーマット・アクセス
・ユーティリティ装備Apple Macintoshなど)

フォーマット手川東は以下のとおりです。

・ドライブにフロッピーディスクが入っていないことを確認します(3本の水平ダッシュ
“ "が

ディスプ

レイに表示されていなければ
｀
なりません)。

・CLEARキ ーを押したまま、フォーマットしたいフロッピ
ーディスクをドライブに挿入します。この時、ディ

スクの隅にある穴、ライトプロテクトタブが閉まっているか確認してください。そうでない場合、タブの窓を

閉めて書き込みが可能な状態にしてください。

図 図 図 図 図 図

図 囲 図 図 図 図

フロッピーテFィスク

ドライブ( 3 桁)ディスプレイ
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<注 意>フ ロッピーディスクには、誤ってデータを消してしまわないようにライトプロテクトタプ(書き込み禁止タブ)が付いています。

重要なデータが入っているディスクは、タプをオン(開けた状態)にして書き込みができないようにしてください。録音する場合には、タ

ジをオフ(閉めた状態)にしてください.

・ディスプレイ上に
“
Sur"(“Are you sure?"/よろしいですか)の 表示が出ます。RECキ

ーを押して録音してく

ださい。録音をとりやめる場合は、STOPキ ーを押して操作を中止してください。

・ディスプレイには、
“
F"(フォーマット)に1から80までの連続番号がついた表示が出て、ディスクトラックが

フォーマット中であることが表示されます。

・トラック番号が80になると、 ドライブは休止状態に戻り、
“
NoS"(No Son9)のメッセージが表示され、操作     ,・

が完了したことを示します。

使用済みのフロッピーディスク、あるいは他の機器で使用したフロッピーディスクのフォーマットが必要にな

った場合も、同じ手順でフォーマットします。

<注 意>デ ィスクをフォーマットすると、そこに含まれているデータはすべて削除されますのでご注意ください。

4.5 楽出の録音

母泉音を開始する時は、フォーマット済みの書込み用フロッピーディスク(3.5インチの2DDまたは2HD)をドライ

ブに挿入してくださぃ。
・PAUSEキーを押しながら、RECキーを押します。楽由に該当する連続番号が3オ行ディスプレイに表示されます。
・再びPAUSEキ ーを押してレジストレーションを作り金示音を開始します。録音をとりやめる時はSTOPキ ーを

押します。

<注 意>

録音中は全自動モードでデータの保存が行われます。録音再生中には、フロッピーディスクをドライブから絶対に抜かないでください。

また濃奏と同時にディスクに録音されるので、金象音の修正はできません。
・カンティクスIで は、楽曲に自動的に連続番号を振り分けます。各楽曲はディスク上の最後の楽曲より大きい番号で表示されることに

なります。
・カンティクスコには、フロッピーディスクに保存した内容の加工や補正をする機能はありません。濃奏ミスが生じ、楽曲全体をキャン

セルした場合は、最初から録音し直さなければ
｀
なりません。キャンセル機能については、第4童13項「楽曲の削除」をご参Rqください。

4.6 フロッピーディスクに録首 した楽出の再生

再生したい楽曲が入っているフロッピーディスクをドライブに挿入します。しばらくすると、ディスプレイ上

に、ディスクの最初の楽曲に対応する番号01が表示されます。

オートプレイパラメーター(第4章9項「オートプレイ機能」参採)がオンになっている場合、再生は自動的に行わ

れます。そうでない場合はPLAYキ ーを押します。PAUSEキ ーを押せば一`時的に再生が止まり、もう一度同じ     
!

キーを押せば
｀
その部分から再生することができます。STOPキ ーを押した場合、楽曲は冒頭部分に戻ります。

別の楽曲番号を選ぶには、SONGキ ー(前曲くおよび》次曲)を使います。

4.フ メ トロノームテンポの変更

カンティクスコでは録音された楽曲にアクセスすると、楽曲に含まれたコードを識別し、正確なメトロノーム

テンポ値を選択します。この数値はTEMPOキ ー(くおよび♭)を使って変更することができます。テンポの範囲

は32～250b.p.nl.です。

Ｓ



viscountこ ぶ T工CMS F

・TEMPOキ ーを押すと、進行中の楽曲の再生速度が速くなったり(》TEMPOキ ー)遅くなったり(電TEMPOキ
ー)

します。選択したテンポは楽曲が変わるまで維持され、CLEARキ ーを押しながらTEMPOキ ー(く)を押せば
｀
最

初の数値に戻ります。

・2つのTEMPOキ ーを同時に押せば
｀
、現在のメトロノームテンポイ直を、3桁ディスプレイ上に表示させることが

できます。

・現在の楽曲番号の表示を戻すには、2つのSONGキ ーを同時に押します。

4,8 REWキ ー とFFキ ー

REWキ ー(rewind/巻き戻し)およびFFキー(fast forward/早送り)を使って、楽曲の早送りや巻き戻しができます。

この時、ディスプレイ上に小節の番号が表示されます。

・REWキ ー又はFFキーをSTOPキ ーと同時に使い、楽曲の冒頭又は末尾に瞬時にジャンプ。選択した楽曲の冒

頭又は末尾へのリーダーの自動位置を決め(オートマチック・ポジショニング)ができます。

・楽曲の冒頭にリーダーを合わせるには、再生を止めてSTOPキ ーを押したままREWキ ーを押します。

・REWキ ーではなくFFキーを押せば
｀
、リーダーの位置は自動的に現在選択されている楽曲の末尾になります。

4.9 オー トプレイ (AUTOPLAY)機 能

自動的に楽曲を再生する機能です。ディスクがドライブに挿入された時、オートプレイ機能によってオルガン

リーダーがディスクの最初の楽曲の再生を開始するかどうかを指定することができます。オー トプレイ機能に

は次の2つがあります。

・オートプレイ・オン :ディスクを挿入するとリーダーが自動的に再生を開始します。

・オートプレイ・オフ :ディスクを挿入してもリーダーはSTOP状 態のままです。

オートプレイ機能の設定は以下の手順です。

。SE郵キーを押したままPLAYキーを押します。3桁ディスプレイ上にはオートプレイ機能のオン,オフ表示が出ます。

・REWキ ーおよびFFキーを使って変更します。

・SETキ ーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ ーを押

して変更した状態を取りやめます。

4,10 自動巻き戻 し(AUTOREW)機 能

自動巻き戻し機能の設定は以下の手順です

。SETキ ーを押したままSTOPキ ーを押します。3桁ディスプレイ上には自動巻き戻し機能のオン・オフ表示が

出ます。

・REWキ ーおよびFFキーを使って変更します。

・SETキ ーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された設定のままです)、STOPキ ーを押

して変更した状態を取りやめます。

自動巻き戻し(AUTOREW)機 能では、次の2つの方法でSTOPキ ーを活用できます。

・自動巻き戻し。オン :巻き戻し中にSTOPキ ーを押すと、常に楽曲の冒頭部分に戻ります。

・自動巻き戻し。オフ :STOPキ ーを押すと、止めたそのポジションに常に戻ります。
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4.11 ソング・インターバル・タイムの設定

ソング・インターパル・タイム(SONG INTERVAL TIME)パラメーターを使って、ある曲の末尾と次曲の冒頭の

間に休止時間(pause tirlne)を設定することができます。このパラメーターの初期設定は4秒です。

ソング・インターバル・タイムの設定は以下の手順です。
・SETキーを押したままPAUSEキ ーを押します。
・ディスプレイ上には現在設定されている休止時間が表示されます。変更するにはFF(増加)およびREW(減 少)

キーを使います。

・SETキーを押して確定するか(オルガンのスイッチが切れた後も変更された言安定のままです)、STOPキ ーを押

して変更した状態を取りやめます。

4,12 楽出のコピー

フロッピーディスクに録音された楽曲は、別のフロッピーディスク(容量の違うディスクも可)にコピーできます。

コピーの手川東は以下の通りです。

・コピーしたぃ楽曲が入っているフロッピーディスク(元ディスク)を、念のためプロテクトオンの状態にして、

ドライブに挿入します。そして、SONGキ ー(くおよび》)を使ってコピーしたい楽曲の番号を選びます。

。次にRECキ ーを押しながらセットボタンを押します。ディスプレイには
“
Sur"(Are you sure?)の表示が出ま

す。RECキ ーを押して確定します。

。しばらくして(時間はコピーする楽曲のデータ量によります)、ディスプレイ上に、楽曲のコピー先ディスク

の挿入を求める表示
“
dSt"が出ます。そこで元ディスクを取り出し、コピー先ディスクを挿入します。Src

(Source disk)が表示され、コピーが済みます。

・コピーが終了したら、ディスクを取り出してください。

4.13 染曲の削除

あるフロッピーディスクから楽曲を削除するには、まずSONGキ ー(くおよび》)を使って削除したい楽曲の番号

を選び、RECキ ーを押しながらCLEARキ ーを押します。ディスプレイには
“
Sur"(Are yOu sure?)の表示が出

ます。RECキ ーを押して削除を進めるか、STOPキ ーを押して操作を取りやめます。
<注 意>

・ディスプレイに
“
dPr"(Disk Protected;保護ディスク)の表示が出た場合は、プロテクトォンされているディスクから楽曲を削除しよう

としていたことを意味しています。ディスクを取り出し、プロテクトを開めてから、同じ操作を繰り返します。
・“SPr"(Song PrOtected;保護楽曲)の表示が出た場合、削除したい楽曲が取消できないよう保護されていることを示しています。詳し       

`

くは第4章14項 「楽曲の保護」、15項「ディスク全曲の保護と保護解除」をご参照ください。

4.14 楽出の保護

カンティクスコのフロッピーディスクドライブは、誤ってディスクのデータを削除しないよう、フロッピーデ

ィスクドライブに収められた各曲に読み出し専用コード(Read―Only atittbute)をつけることができます。

。まずCLEARキ ーを押したままSONGキ ー(く)を押します。

・3桁ディスプレイ上には、ディスクの最初の楽曲に関して、
“
SPr"(Song Protected i保護楽曲)あるいは

“
nPr"(Not Protected:未保護)の表示が出ます。

・SONGキ ー(くおよび》)で変更したい楽曲を選択し、REWキ ーおよびFFキーを使って変更します。

・最後にRECキ ーを押して確定し、STOPキ ーを押して一連の手川東を終えます。
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<注 意>

・保護属性はフォーマットの手順にイ可の影響も与えません。
・保護属4生の変更を行うには、プロテクトオフ(タブが閉まっている)状態でなければなりません。

4,15 ディスク全出の保護と保護解除

・CLEARキ ーを押したままFFキーを押せば
や
ディスク内の全曲を保護することができ、REWキ ーを押せば

4保
護

が解除されます。ディスプレイには、しばらくの間(時間は保護されるデータ量によります)“Runル(実行中)が

表示され、次いで現在の楽曲番号が表示されます。

4,16 フロッピーディスク内の楽曲総数

フロッピーディスクをセット。CLEARキーを押しながら、TEMPOキ ー(》)を押します。しば
｀
らくすると、楽

曲総数が3桁ディスプレイに表示されます。

4.17 1曲 が占めるディスクスベース

フロッピーディスクをセット。CLEARキ ーを押しながら、SONGキ ー(く)を押します。しばらくすると、選択

した楽曲が占めるディスクスペース量が表示されます。キロバイト表示になっていることにご注意ください。

4 . 1 8  レプリューシ ョン

この機能により、カンティクスⅡが渡奏を録音する際のレゾリューション(分角写能)が決まります。これは、 」

/96(1/96の分解能が利用できる)の初期設定となりますが、楽曲をより忠実に録音するためには、分解能の数

値を上げることができます。4分音符につき96(デフォル ト)、120、192、240ティックのレゾリューションが

利用できます。

レゾリューションの設定は以下の手順です。

・SETキ ーを押したままRECキ ーを押します。現在選択されているレゾリューション値が
｀
ディスプレイに表示

されます。

・REWキ ーおよびFFキーを押して、希望の数値を選択します(96,120,192,240)。

・最後にSETキ ーを押して確定するか、STOPキ ーを押して操作をとりやめます。
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第5章  ボイスプログラム

5,1 搭載パラメーター

カンティクスⅡの持つ最もユニークな特徴のひとつは、多くの主要パラメーターを変えて、オルガンの各ボイ

ス(音声)やレジストレーションを変更できるということです。変更したポイスは、本体のスイッチを切っても

保存され、フロッピーディスクに保存 して、必要に応じて呼び出す(reload)こともできます。

ボイス変更に使用するパラメーターの一覧とその説明を以下にご紹介 します :

1.レベル・パラメーター(Lev):全体的な音声レベルを調整するパラメーターです。このパラメーターの最大可

変幅-8/+7は 、一/+4dBに相当します。

2.鍵盤音量 トラッキング・パラメーター :この音量 トラッキング・パラメーターによって、手鍵盤の低音域と高

音域の音量比率を指定することができます。

・TRACKING LOW(Trl)およびTRACKING HIGH(Trh)という2つのパラメーターがあり、それぞれ鍵盤の低

音〕或(Tri)と高音域(Trh)について音量比を定めています。いずれのパラメーターも可変幅は-8/+7で 、一/+4dB

にオロ当しています。

3.ラ ンク・フラクチュエーション・パラメーター(Rnk):こ のパラメーターが作動すると音質にわずかな波動(ピ

ッチ変化)が生じます。

4.ピ ッチ調整パラメーター(Pch):選 択 したボイスのピッチ微調整をします。このパラメーターの可変幅は

-8/+7で 、一/+32/200secに相当しています。

5.ア ウトプット・パラメーター(Out):ボ イス(音声)出力をオルガンのステレオパノラマに振り分けます。具体

的には以下の通りです :

・L(Left;左):音 声は左チャンネルにのみ出力されます。

・R(Right;右):音 声は右チャンネルにのみ出力されます。

・C/L(C to the Left;C音を左へ):右 チャンネルに出力される第1オクターブのC音から始めて、それに続く半

音階の音をすべて交互に各チャンネルに出力します(C→右,C#→左,D→右など)。

・C/R(C lo the R19ht;C吉 を右へ):左 チャンネルに出力される第1オクターブのC音から始めて、それに続く

半音階のすべての音を交互に各チャンネルに出力するようにします(C→左,C♯→右,D→左など)。

・L―R(Left‐Ri9ht;左一右):音 声はステレオパノラマ方式で右側および左側チャンネルに出力されます。

6.カラー・パラメーター(Col):低音成分や高音成分を強調することで音色を調整します(可変幅-8/+7と 表示)。

7.発音タイミング・パラメーター(ATTACK CHIFF:Atk):約 2mm/secか ら約300nln1/secまでの16段階で、発

音のタイミングを調整します。このパラメーターはパイプオルガンサウンドのより忠実なシミュレーションを

行うため、手鍵盤の中央部で300mnn/secの場合、低音部ではかなり高くなり(約500nln1/sec)、高音部では低く

なります(100mm/sec)。
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8.デチューンリリース・パラメーター(Rel):半音の最大可変幅が-100/200secであるキ
ーを放したときのデチ

ューンを調整します(1～16段階で表示)。

9.ランダム・デチューン・パラメーター(Rnd):こ のパラメーターによって、手鍵盤のあるキーと別のキ
ーとの間

のランダム・デチューンを調整することができます。これにより、パイプオルガン特有のコ
ーラス効果(chorus

eliect)が生まれます(1～16段階で表示)。

5,2 ボイス・パラメーターの変更

ポイスを変更するには、まず引き出しボックスにあるTAB(タブ)キーを押します。

ディスプレイはオルガンの4つのセクション(ペダル鍵盤、第1手鍵盤、第2手鍵盤)に対応して3つに分かれてい

ます。各段の上部には各セクション名が、下部にはそのセクションの音声名が表示されます。

CURSORキ ー(ておよび♭)を使って変更したいセクション(第1ペダル鍵盤/第 1手鍵盤/第 2手鍵盤)の位置に

合わせます。次に、エンコーダーを回して、変更したい音声名がディスプレイ上に表示されるまで、音声をス

クロールしてぃきます。

この時点でPAGE(ペ ージ)キー(△)を押せば
｀
、第4章1項に記載した変更パラメーターがすべてディスプレイの

第1行日に表示されます。各パラメーターの数値は以下のように表示されます。

と.|=,3!B 
・
T・,ド・1  
・
Tl‐・lrt i:::「!iギ  i=:・=.ir! i::iすi・七. i:i311ユ  IIl・L.t=  |こ!3=81  にliF!3ゴ

ー5   -:こ:   ■正|  ∵  ・―・上   十_口  ■:こ:   こi   ユニ   番

次いでCURSORキ ーおよびエンコーダーを使って、第5章1項の記載に従いパラメーターを選択し変更します。

そしてPAGEキ ー(▽)を押して音声選択(voice seleciion)画面に戻ります。Exitキーを押して初期画面に戻りま

す。

図 画 囲 図 画

図 図 図 図 図
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第6章  ボイスおよびメモリーのディスク保存

6,1 ボイスプログラムのディスク保存

カンティクスエの特徴のひとつは、変更したオルガンのポイスプログラムをフロッピーディスクに保存 し、必

要に応じてオルガン本体の内部メモリーに呼び出せるということです。

第4章で述べたように、カンティクスⅡでは演泰した楽曲をフロッピーディスクに録音することができます。

フロッピーディスクには、楽曲録音用、変更した音声プログラムとメモリーの保存用の2つの利用法があります。

用途別に使い分けることをお勧めします。

保存の手順は以下の通りです。

・フォーマット済みで、プロテクトォフ(タブが閉じている)された状態の3.5インチフロッピーディスクをドラ

イブに挿入し、SETTING(セ ッティング)キ ーを押します。

最初に、音声呼び出し画面が表示されます。PAGEキ ー(△)を押して、以下のメッセージにします。

吾t=llⅢ!|:! TIIII三: lⅢll二:ェi::置 主!ド,t,3=B lコI:ヨ|ギ:
=.8三・
・
L口 :1lif.1主  主!「,  に!1:ii::ilii=:にi  l∵!屯;にi!三  .二iド,3J  ,=・'J:=十

‐
!  ト

これでコントロールパネル上の設定をフロッピーディスクに記録できる準備ができました。次にPAUSEキ ーを

押しながら、RECキ ーを押します。すると記録される設定のファイル番号が3桁ディスプレイ上に表示されます。

抽
図
Ｅｘ‐・図

的
図
”図

的
図
抑図

Ｍ‐Ｄ，
図
」囲

鴻
図
「図

セッティングキー

カーツルキー

図 図 図 図 l X l 図

図 図 図 図 図 図
3桁ディスプレイ
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そのままCURSORキ ー(レ)を押すと、ディスプレイには
“
Sur"(Are you sure?)の表示が出ます。

=i111.ll三  
・
Tllに|  IFIIII I::にl  ir,七.3=!  に,I Eil=!:  Eil_|に|に|  

・
T・

F・lJ=・lf! !ン  'L.・=・ !=,t181‐l・F・ir・ド! 8=8r・ に!!式I・T' 七.BI, .コ|コ3=Bret,

ここで再ぴCURSORキ ー(閉 を押せば
｀
プロセスを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキ

ーを押します)。

すると、フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

=i戸il.jに|  
・
T・FiE:  |.デllェi!iモ:!:!

:二;i=i!ャ!i:!  :=.。と。,=!i「・
・
七.・三・111:

播I封→:
に'r!811  1=lf・  :lli:=.|=

ユ
‐Ｌ

」
い

」Ｗ・・一一
い。1岳|!:°T・抵!

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。
こ

<注意>HdEr"(disk error)または
“
Ejl''(Elect)という表示が出ていたら、そのディスクがフォーマット(初期化)されていないということ

です(第4章4項のフォーマット手順を参照)。また
“
dPr"(disk protected)と表示されている場合は、挿入ディスクが書込み保護されている

ことを示しています。いずれも、適切なディスクを挿入して保存手順を繰り返します。

6,2 ディスクからのポイスプログラム呼び出し

ポイスプログラムの入ったディスクをドライブに挿入します。しばらくすると3桁ディスプレイ上に番号001と

表示されます。PLAYキーの緑色のLEDランプが消えているか確認します。消えていない場合はSTOPキ
ーを押

します。

次にSETTINGキ ーを押すと、以下のメッセージが英数字ディスプレイに表示されます。

t…,III=llコ  
・
Tllに:  唯!t11正;I:こ|  ・汗:や。E8「!

:=・B=・lB='3二.七.  T・l11に:  
IT'|:i!E電:!:i::i  にBr! .三!l「〕:J  !〓・:J:ュlrl  :ト

Ｂ

口

比

，１

■
中ヨ

SONGキ ー(くおよびレ)を使って、3桁ディスプレイ上で、オルガン内部メモリーに呼び出すポイスデータの入

ったファイル番号を選択します。

CURSORキ ー(勝)を押せば
｀
、ディスプレイには

“
Sur''(Are vou sure?)の表示が出ます。

■

一
―

一「

一
”
‐

こ
．”

・―
↓
予
・

・
T・白B ttBIを置 f°ぃ・8拘
|卜  七.にB  に.B=3rif主!'・「,  3=lr・

i二i!i:三;ド!:  !ヨ1すiド・8=|  
・
コ

i:!!HII打
・  ・
L.,こ8  .=ll=B・=Blや・

・
L.

囲 図 l E l 図図 1 図

囲 図 図 図 図 固

3桁ディスプレイ
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ここで再びCURSORキ ー(〉)を押せば
｀
データの読み込みを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキーを押

します)。フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯 tノ、デイスプレイに次のような表示が出ます。

と.番貴簿 
・
T・角旨 |.」番I置ES ,ゴ

・
,・BⅢl

l品岳汚 tr:.島r十.F叫ギ言 hl■;十.i的雪 ri i。=.;:・骨ド
・
舌持

<注意>上記の操作によってオルガン本体の設定状況が失われてしまいます。新しい設定を読み込む前に、必要であれば
｀
フロッピーディスク

に保存しておくことをお勧めします。

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注意>“dEr"(引sk errOr)または
“
可ば
'(Eiecl)と

いう表示が出ていたら、そのディスクが初期化されていないということです(第4章4項のフォ
ーマット手順を参照)。また

“
dPr"(dもk prOtected)と表示されている場合は、挿入ディスクが書込み保護されていることを示しています。い

ずれも、適切なディスクを挿入。して保存手順を繰り返します。

6.3 メモリー内容のディスク保存

メモリーの内容はフロッピーディスクに保存し、必要に応じて呼び出すことができます。

保存の手順は以下の通りです。

・フォーマットしたフロッピーディスクをドライブに挿入します。SET~「INGキーを押し、次のような表示が出

るまでPAGEキ ー(△)を押します。

::||こドす1に|  ド|に!ドいコ|:!:[抵!::i  主!「ti.,IB  I:I::i卜!:
=.に・七.  ・J主:=.|=  二i「, に|IEI:::モ11こ:|:i lすltii二lに: こ11・‐,311 1i・!_1:=・1'1  1ト

次にPAUSEキ ーを押しながらRECキ ーを押します。するとディスクに記録することができます。記録内容のフ

ァイル連番号が3桁ディスプレイ上に表示され、各キーのLEDランプがつきます。

l E l 図図 l E l 図図

図 画 図 図 図 画
3桁ディスプレイ
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CURSORキ ー(レ)を押せば
｀
、ディスプレイには

“
Sur"(Are you sure?)の表示が出ます。

|:il=||..||=  卜11三|・ド|に|にII t:!::|  ユ!,"it.,こ3
i=・!_1:=・|・
‐
1  !卜  
・
L.`=,  ,二・|三,|‐!・F・I!r.!丁!

Ei:[::||=!:  Eチ|_||:!に!  
・
子
8

8=lr・  !三|】I[・r  t口BIB  .=!|=:・=Br・
・
L.

ここで再度CURSORキ ー(♭)を押せば
｀
プロセスを開始します(操作をとりやめる場合は、EXITキ

ーを押します)。

すると、フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次のような表示が出ます。

::ilIII..||三  11・||三lflに111:[E!::i
=;R略IE :=.・L“三!r‐・七.8三・ど言

主的
'とHコ 簿I Si::
“Fこ!二七,主r!:=1 8==,ftll1 8=3ギ

・
BJと二|: 研距:ITE

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

“
dEr''(disk error)または

“
Ell"にject)という表示が出ていたら、そのディスクがフォ

ーマット(初期化)されていないということです(第4章4

項のフォーマット手順を参照)。また
“
dPr"(dにk prOtected)と表示されている場合は、挿入ディスクが書込み保存されていることを示して

います。いずれも、適切なディスクを挿入して保存手lllRを繰り返します。

6.4 ディスクからのメモリー内容の呼び出し

メモリーのデータをオルガン本体に再び呼び出すには、データの入ったディスクを挿入し、SET~TINGキーを押

します。以下のようなメッセージが表示されるまでPAGEキ ー(△)を押します。

と,8向コ 汁1居門曽RIEtt f・r・■1
=Hコ1●に上.1叫EI対日貴IES Bれ

簿ISH岳
di=.比 .コ門J FlJ=・11

SONGキ ー(ておよび勝)を使って、3オ行ディスプレイ上で、楽器本体に呼び出すメモリーデータの入ったファイ

ル番号を選択します。

CURSORキ ー(防)を押せば
｀
、ディスプレイには

“
Sur"(Are you sure?)の表示が出ます。

1_.i二|IIIに| 卜1にilJB11正!三iS f・,3コ脱 i二iI::ii→:  :こiと|に!E T
!二
・
!J:三 ・|「!  卜   t.・IB  に ,B=91'1ギ

・

主 i・

‐・
F!  に Br・  i:!! :ヽI・ T・  七 .に ,  .=llコ 81B!や

・・

L.

l E l 図函1 図 l X l 図

l E l l E l 図図 区1 図
3桁ディスプレイ
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ここで再度CURSORキ ー(レ)を押せば
`メ
モリーデータ読み込みを開始します(操作をとりやめる場合は、EXIT

キーをオ甲します)。すると、フロッピーディスクドライブのLEDランプがしばらく点灯し、ディスプレイに次の

ような表示が出ます。

i…[i!=11El  lす||三11・1llil:!![|三::i  丁
・
ド・に,「!  iEi![i:i卜!

1_1二!I11にi  :=.t,.三!ド・・L.,=・:1!言  i.i.=!主t,主チ1::1  ・三・lr,311  8三lf・  111主:=.比  摂:に!1こiEi

以上の操作が完了すると、ディスプレイは初期画面に戻ります。

<注意>新 しい設定が既存の言安定に置換されるので、ディスクから読み込む前にメモリーをディスクに保存してください。
“
dEr"(disk error)または

“
Ejt''(Eiect)という表示が出ていたら、そのディスクはフォーマットされていないということです(第4章4項のフ

ォーマット手順を参照)。また
“
dPr"(disk prOtected)と表示されている場合は、挿入ディスクが書込み保存されていることを示していま

す。いずれも、適切なディスクを挿入して保存手順を繰り返します。
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第7章  MIDl

フ.l MIDiと は…

MIDIとはMusicalinstrument D191alinteriaceの略です。

MIDI(ミディ)は、電子楽器同士をつないで音楽情報や演泰デ
ータを交換するための世界共通の規格です。たと

えばカンティクスIの 鍵盤で演奉したメロディを別のシンセサイザ
ーで発音させたり、他のMIDI機器から送信

されたデータをカンティクスⅡで発音させることができます。MIDI機能を使用するためには、デ
ータをやりと

りするためのMIDI機器とデータを接続するためのMIDIケーブル(DIN5ピン)が必要です。MIDI機器は、通常以

下の3つのMIDI接続端子を備えています。

・MIDIイン :本機が他のMIDI機器からMIDIデータを受信するための端子.

・MIDIアウト:本機がMIDIデータを送信するための端子。

・MIDIスルー :MIDI機器を直列接続するために、MIDIイン・ポートで受信したMIDIデ
ータをそのまま送出しま

す。カンティクスⅡでは、これらの接続端子は第1手鍵盤の左下にある接続パネルについています。

MIDI機器には16チャンネルあり、チャンネルごとに'姜続した機器とデニタのやりとりを行えます。それによっ

て最大16台までのMIDI機器を個別にコントロールすることができます。また当然ながら、接続したMIDI機器同

士でチャンネルが違えば
｀
データのやりとりはできません。両方のMIDI機器の送信/受信チャンネルは合わせる必

要があります。

フ,2 プログラムチェンジ・メッセージの送信

MiDIプログラムチェンジ・メッセージにより、所定のプログラム(たとえば音色)をオルガン本体から直接、接

続した機器に呼び出すことができます。

MIDIキーを押すと、ディスプレイ上に手鍵盤および足鍵盤の名称が表示されます。2つのMIDIプログラムチェン

ジの数値(0-127)の下に、左イ貝Jの最初の数イ直はMIDI Aに害Jり当てられたチャンネル、2番目の数値はMIDI Bに

害」り当てられたチャンネルを表示しています。

囲 厘1 図 l E l 図

図 図 図 画 図
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プロクラムチェンジナンパー

ベグルMIDI A
プログラムチェンジナンパー

ベダルMIDI B

プロクラムチェンジバンク・

ベグルMIDI A
ブロクラムチェレジバンク・

ベタルMlDI B

:二:i二::|=・l蚤  EI:
爵8ゴ日 8:

ブロクラムチェンジバンクj

第1手鷲盤MIDI A
プロクラムチェンプバンク・

窮1手段盤MIDI B

ブロクラムチェンシバンク

第1手盤露MiD I  A

プロクラムチェンジバンク

第1手投重MIDI B

フロクラムチェンジナンパー`

男1手盤露MIDl A
ブロクラムチェンブナンハー

嘉1手盤窟MID I  B

プロクラムチェンジナンバー

第1子館爆MIDi A

プロクラムチェンジナンパー

第1手錠登MIDI B

CURSORキ ー(くおよびレ)を変更したい位置まで動かします。次にエンコーダーを回して、その数値を変更し     
・

ます。終了したらEXITキーを押します。

<注 意>プ ログラムチェンジの構成はジェネラルメモリーに保存することができます(言キしくは、第2章 をご参照 ください)。つまり、メモ

リーが呼び出された場合、オルガンのポイスと接続 されたMIDI音 源のポイスの両方が自動的に変更されるということですゥ              墓

陛

フ.3 Ml口1の選受信チャンネルの作動                             害
カンティクスⅡは、 トリフォニック・インターフェイス(tttphonにintettace)のMIDIインターフェイスを装備し      吾
ています。これによって、各手錠盤は3つのMIDIチャンネルで送受信することができます。1つはベ

ースチャン     T

ネル、残 り2つはそれぞれMIDI Aと MIDI Bに割り当てられたチャンネルです。                    上

MIDI送受信チャンネルは、以下のように配分されています。

鍵盤 ベースチャンネル MID!Aチ ャンネル MiDI Bチ ヤンネル

足鍵盤 ４ ７ ８

第1手鍵盤 (MI) ３ ５ ６

第2手鍵盤 (M工) ２ ３ ４

上記以外に、カンティクスEで は、ジェネラルMI D Iあるいはシステム情報のやりとりに使う4つの全体チャン

ネルも制御しています。チャンネル番号は9, 1 0 , 1 5 , 1 6です。

<注 意>MIDIチャンネルの配列は変更できません。

MiDIの送信チャンネルを起動させるには、コントローラーのMIDIキーを押し、次いでPAGEキ ー(△)を押 しま

す。ディスプレイには以下のように表示されます。

中

‥
ｉ
３
　

　

一

守
・…

≡
Ｆ
Ｉ

3=.|「,.=,!・
‐
!1'11=11     1=88=B8J.三 ,ユ     1対・=:,F!i![     i・1.=!IF!, 主 li

ユlll  t争!  1に,  TB  ::1  18キ  !ヨ  t:,  1こ|  :キ:  ギ・  ユEI
_L___J____1__  1 __J___J_

グローバルチャンネル|
手錠盤ベース
チャンネル

手鍵盤MIDI A
チャンネル

手鍵盤MIDI B
チャンネル

上記の図から分かるように、ディスプレイは、手鍵盤(および足鍵盤)について3つ、全体チャンネルに1つ、の4

部に分かれています。

〓
一　
一多　
　
　
　
ｒ
牽
一
一
〓
　
　
一

ヨ
室
摩
鴎
瞳
療
醸
彊
一墨
一五
一

・」と
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CURSORキ ー(ておよび》)を使って変更したい数値に合わせ、エンコーダーを回して選んだ送信チャンネルを

オン(起動)またはオフ(解除)に設定します。ディスプレイ上では、オフ(解除)されたMIDIチャンネルはアスタ

リスク(*)で示されます。

PAGEキ ー(△)を押して、MIDI受信チャンネルの制往,画面に合わせます。画面上でのパラメーター配置は全く

同じです。

Ｔ
８
●∵
品

に.h.コrl向,1 P口d.コ1 i=i,i,iギ3_ 1 1可,=H・
‐
1ョ対Ｈ一↑Ｂ一

ユ|コ  !争i  と1:B  T・  モ:  ユBキ  モi  に,  こ::|
1    1     l    l    i     l

1     1     l     i ~ ~ ~  1 ~ ~ 司

~ ~

グローパルチヤンネル|
手錠盤ベース
チャンネル

手鍵盤MIDI A
チャンネル

手錠盤MIDI B
チャンネル

ここで再びCURSORキ ー(ておよび防)を使って変更したい数値に合わせ、エンコーダーを回して選んだ受信チ

ャンネルをオン(起動)またはオフ(解除)に設定します。ディスプレイ上では、オフ(解除)されたMIDIチャンネ

ルはアスタリスク(*)で示されます。

操作を終える時は、EXITキーを押します。

フ,4 M I D lフィJレター

MIDiフィルターは、任意のメッセージをMIDI送受信からカットすることができる装置です。受信と送信の両方

でカンティクスIが フィルターにかけることができるメッセージの種類は以下の通りです。

フィルターを作動させる(つまリメッセージをカットする)には、まずMIDIキーを押して本体のMIDI設定にアク

セスします。次に、以下のような画面がディスプレイ上に表示されるまでPAGEキー(△)を押します。

メッセージ★ 略語 内容

ノー ト Note MIDIノー トメッセージ

コン トロールチェンジ CC コン トロールメッセージ(音量、エクスプレッションなど)

プログラムチェンジ PG プログラムチェンジメッセージ

システム・エクスクルーシブ SYS,EX エクスクルーシジ・オルガンメッセージ(プログラム作成)

リアルタイム REAL チューエング、タイムメッセージ

アクティジ・センシング ACT,S 接続 (検出)メッセージ

F・Iと.・T・ER
,こi!】tドr・T・!H:

|・
‐
,:=,・L・B=・

卜l iH

”．一１
“‥．ぃ
，

・
・いいいい口”

ド
Ｆ
■̈

=・と'=・,こ'iHi  l「・に'こ1上
1式 卜l    i→ !→

．一
．Ｈ̈
門
↓

一」
一
１
・
…
日
¨

受1言フィルター 送信フィルター
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各メッセージ★(ディスプレイの第1行目に表示)にも送信時・受信時のフィルターがあります。それぞれが設定

可能です。

CURSORキ ー(ておよび防)を使って変更したいフィルターに合わせます。次にエンコーダーを回してY(YES=

フィルター作動)とN(NO=フ ィルター無効)から選択します。

フ.5 ダイナミックス値の調整

MIDIダイナミックス(べロシティ)の数値は、0から127まで各手鍵盤および足鍵盤部に対して個々に設定。MIDI

ダイナミックス(べ回シティ)の数値は、0から127まで各手鍵盤および足鍵盤部に対して個々に設定することが

できます。

MIDIインターフェイス・コントロール機能に(MIDlキーを押して)アクセスしたら、PAGEキ ー(△)を必要な回数      
Ⅲ

押せば
｀
、ディスプレイ上に以下のメッセージが表示されます。

CURSORキ ー(Hおよび》)を使って変更したいパラメーターに合わせます。次にエンコーダーを回して適切な

数値を選択します。

ここでEXITキーを押して操作を中止するか、PAGEキ ー(△および▽)を押して他のMIDI設定画面をスクロール

します。

フ.6  M : D iト ランスポーズ

送信されたMIDIのノートデータは、1ないし2オクターブ低く、あるいは高く移調することができます。

PAGEキ ー(△)を押すと、ディスプレイ上にはトランスポーザーがデフォルト値0に設定していることが表示さ

れます。送信MIDIのノートデータは、高めか低めかに移調することができまする+2(オクターブ)、キ1(オクタ

ーブ)、0(移調なし)、二1(オクターブ)、-2(オクターブ)が考えられる数イ直です。
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第8章  初期fヒ(ファクトリープリセット)手順

8 , 1  ファク トリープリセットとは

この場合の初期化とはt工 場初期設定(ファクトリープリセット)状態に戻る機能のことです。お客様が行った

変更はすべて消去されます。カンティクスEで は、全体初期化(本体各セクションがすべて初期値にリセットさ

れる)を行うことができます。初期化プロセスの特徴上、以下に述べる操作を開始する前に、重要なデータはフ

ロッピーディスクに保存しておくことをお勧めします.

8,2 全体初期化

ジェネラルメモリーのHR,1,2のボタンを押しながらPOWERを オンにします。数秒後にボタンを離します.

これで工場初期言受定状態になります。

8,3 脅ボイスの初期化

カンティクスIで は、ひとつのポイスのパラメーターをどの手錠盤からでも初期値に戻すことができます。初

期画面からはじめて、TABキーを押していきます。ディスプレイ上ではオルガンの3つのセクション(足鍵盤部、

第1手鍵盤、第2手鍵盤)に対応して3つに分かれています。各段の上部にはセクション名、下部には各部位の最

初のポイス(音声)が表示されます。CURSORキ ー(ておよび♭)を使って初期化したいボイスのあるセクション

に合わせます。次にエンコーダーを回して、変更したいボイス名がディスプレイに現れるまでスク回―ルして

いきます。

PAGEキ ー(△)を押し(ディスプレイにはボイスパラメーターが表示されています)、続いて上下のPAGEキ ー

(△および▽)を同時に押します。その後、EXlTキーを押して操作を終えます。

8.4 ボイスの回―カルオフ

カンティクスコがMIDI夕1部音源を操作している場合には、ひとつないし複数のボイス(voice)を「ローカルオフ

(Local of十)」モードに切り換える必要が出てくるかもしれません。ある音声が「ローカルオフ」モードであり、

そのストップが開かれている場合には、音源は作動せずにMIDIコードのみが送出されることになります。(音色

はミュート)
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資料 Ml口lインプリメンテーシヨンチヤート

ヴァイカウント カンティクス E

ベーシックチャンネル   デフォルトチェンプ 1 1スウェル

1 2グレート

1 4ベダル

1 5ツロ

1 6クローバル

1 1スウェル

1 2グレート

1 4ペダル

1 5ソロ

1 6グローパル

旨たと軽督
珊
  |

岳|;|ン7す雰,こ子
→は
  |

モード          デフォルト

メッセージ

代用

Ｘ

Ｘ

モー

ノートナンバー      トゥルーボイス 36-96 36-96 トランスポーザーレンジ除く

ベロシティ         ノート・オン

ノート・オフ

8nHノート・ベロシティ

9n川ノート・ベロシティ

8 n Hノート・ベロシティ

9 n H ノート・ベロシティ 0=ノートオフ/40h=ノ ートオン

アフタータッチ      キー

チヤノネル

Ｘ

Ｘ

×

Ｘ

ビッチベンダー × Ｘ

コント回―ルチェンジ 〇

〇

〇

の

CC07=メインポリュ
ーム

CCll=エクスプレッションポリュ
ーム

cc9o=トレモロスピ
ー|ギ

CC92=トレモロ深さ

(BnH=パリュー1、パリュー2)

nt' i Ch(1-lo)

n"' =Ch(11-15)

プロクラムチェレジ fn Ｃ

システム・エクスクルーシブ 〇 ①

システム(コモン) ノヽンヽ

▲７

ゃ
ン

レ

ポ

セ

ンヽ

グ

グ

一

ノヽ
　

／ヽ
　
　
ユ

ソ

ツ

チ

×

×

×

Ｘ

×

×

システム(リアルタイム)   クロック

コマンド

F8Hタイミングクロック(D(…)

FAHスタートシークエンス①
FCHストップシークエンスC)
FEHアクティブセンシングC)(''')

F 8 Hタイミンククロック×(' | )

F A Hスタートシークエンス①

FC HストップシークエレスC)

FE HアクティブセンシンクC)(" ' )

('・)ブ回クラムオン/オフ

('・
')スイッチオン/オフ

自動

エコー、選択 オン/オフ 手動

オブジュアリーメッセージ ローカルオン・オフ

オール・ノート・オフ

アクティブ・センシング

リセット

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇
Ｘ

モー

モー
ドH : オ ムニ・オン、

ド3 : オ ムニ・オフ、

ポリ

ポリ

モード2 : オムニ。オン、

モード4 : オムニ。オフ、

モノ

モ ノ

〇= イ エス

X = ノ ー
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